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1本マニュアルについて 

1.1 マニュアルの内容 

本マニュアルは、ユーザーが Gowin SLVS-EC RX IPを使いこなせる

よう、その概要、機能、呼び出しと構成、およびリファレンス・デザイン

などについて説明します。本マニュアルに記載のソフトウェア GUIのスク

リーンショットは、Gowinソフトウェア V1.9.11バージョンの場合のもの

です。ソフトウェアのアップデートにより、一部の内容が変更される場合

があります。 

1.2 関連ドキュメント 

GOWINセミコンダクターのホームページ www.gowinsemi.com/jaか

ら、以下の関連ドキュメントがダウンロード、参考できます： 

 GW5ATシリーズ FPGA製品データシート(DS981) 

 GW5Aシリーズ FPGA製品データシート(DS1103) 

 GW5ASTシリーズ FPGA製品データシート(DS1239) 

 GW5ASシリーズ FPGA製品データシート(DS1105) 

 GW5ARシリーズ FPGA製品データシート(DS1108) 

 GW5ARTシリーズ FPGA製品データシート(DS1118) 

 Gowinソフトウェア ユーザーガイド(SUG100) 

1.3 用語、略語 

本マニュアルで使用される用語、略語、及びその意味を表 1-1に示し

ます。 

表 1-1用語、略語 

用語、略語 正式名称 意味 

CDR 
Clock Data Recovery クロック・データ・リカバ

リ 

CRC Cyclic Redundancy Check 巡回冗長検査 

https://www.gowinsemi.com/ja
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS981E.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS1103E.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS1239E.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS1105E.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS1108E.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS1118E.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG100J.pdf
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用語、略語 正式名称 意味 

DC Digital Camera デジタル・カメラ 

DE Data Enable データ・イネーブル 

ECC Error Correction Code 誤り訂正符号 

FPGA 
Field Programmable Gate Array フィールド・プログラマブ

ル・ゲート・アレイ 

IP Intellectual Property 設計資産 

SerDes 
Serializer/Deserializer シリアライザ/デシリアライ

ザ 

SLVS-EC 

Scalable Low Voltage Signaling 
Embedded Clock 

組み込みクロック付きのス

ケーラブルな低電圧シグナ

リング 

VICAP Video Capture ビデオ・キャプチャ 

HS Horizontal Sync 水平同期 

VS Vertical Sync 垂直同期 

1.4 テクニカル・サポートとフィードバック 

GOWINセミコンダクターは、包括的な技術サポートをご提供してい

ます。使用に関するご質問、ご意見については、直接弊社までお問い合わ

せください。 

ホームページ：www.gowinsemi.com/ja 

E-mail：support@gowinsemi.com 

 

https://www.gowinsemi.com/ja
mailto:support@gowinsemi.com
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2概要 

2.1 概要 

Gowin SLVS-EC RX IPは、Sony社が開発した SLVS-ECインターフ

ェース規格の機能を実装し、高フレームレートと高解像度の画像キャプチ

ャ向けの汎用インターフェースを提供します。高速シリアル・データを

DC(Digital Camera)タイミングに変換し、次のステージのモジュール

VICAP(Video Capture)に渡すことができます。 

Gowin SLVS-EC RX IPは、SLVS-EC仕様バージョン 1.2と 2.0に準

拠し、ECC/CRCをサポートします。Gowin SLVS-EC RX IPは、SerDes

物理層アクセスインターフェースを提供して、ユーザーが SLVS-ECプロ

トコル層と物理層を簡単に接続できるようにします。 

表 2-1 Gowin SLVS-EC RX IPの概要 

Gowin SLVS-EC RX IP 

ロジックリ

ソース 
表 2-2参照。 

提供されるファイル 

設計ファイ

ル 
Verilog (暗号化) 

リファレン

ス・デザイン 
Verilog 

テストベン

チ 
Verilog 

テストおよび設計フロー 

合成ソフト

ウェア 
GowinSynthesis 

統合開発環

境 
Gowinソフトウェア(V1.9.9以降) 

注記： 

デバイスのサポート情報は、Gowinセミコンダクターのホームページで確認できます。 

https://www.gowinsemi.com/en/support/ip/
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2.2 主な特徴 

 1、2、4、6、または 8本のレーンをサポート 

 単一チャネルのレートは 1.188 ~ 4.752 Gbps 

 ECC/CRCをサポート 

2.3 リソース使用量 

Gowin SLVS-EC RX IPは Verilogで実装されます。パフォーマンスと

リソース使用量は、使用されているデバイスの密度、スピードグレードな

どにより異なる場合があります。例えば、GW5ASTシリーズ FPGAの場

合、Gowin SLVS-EC RX IPのリソース使用量は表 2-2に示すようになりま

す。 

表 2-2 Gowin SLVS-EC RX IPのリソース使用量 

デバイス GW5AST-138 

Register 1297 

LUT 3859 
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3機能の説明 

3.1 ブロック図 

Gowin SLVS-EC RX IPの機能は、高速シリアル・データを DCタイミ

ングに変換し、それを次のステージのモジュール VICAP(Video Capture)

に渡すことです。 

Gowin SLVS-EC RX IPのブロック図を図 3-1に示します。 

図 3-1 Gowin SLVS-EC RX IPのブロック図 

 
 

3.2 機能モジュール 

3.2.1 内部構造 

Gowin SLVS-EC RX IPの構造を図 3-2に示します。 
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図 3-2 Gowin SLVS-EC RX IPの構造 

 
 

上図に示したように、受信部は次の 2つのモジュールで構成されてい

ます。 

 SerDes RX：シリアル・データを受信し、パラレル化して出力します。 

 SLVS-EC RX Decode：SerDesが提供するパラレル・データをデコー

ドします。 

3.2.2 SerDesのクロック 

SerDesの送信クロックは CPLL/QPLLにより生成されます。チャネル

を構成する際、ユーザーはチャネルのレート、使用する PLL (CPLL/QPLL)、

リファレンス・クロック・ソースとその周波数を設定する必要があります。

上記の構成に従って、データ送信用の高速クロックが生成されます。また、

SerDesは高速クロックをユーザーの構成に応じて分周して出力し、この

分周後のクロックは Fabricの送信クロックとして使用できます。 

SerDesの受信クロックは CDRによってデータから復元され、復元さ

れたシリアル・データ・クロックは受信モジュールに使用されます。また、

SerDesはシリアル・データ・クロックをユーザーの構成に応じて分周し

て出力し、この分周後のクロックは Fabricの受信クロックとして使用でき

ます。 

ユーザーがデータレートを 1.188Gbps、Bus Widthを 16に構成した

場合、パラレル・データの幅は 20ビットであり、Fabric受信クロックの

周波数は 1.188Gbps/20=59.4MHzになります。 

ユーザーがデータレートを 4.752Gbps、Bus Widthを 32に構成した

場合、パラレル・データの幅は 40ビットであり、Fabric受信クロックの

周波数は 4.752Gbps/40=118.8MHzになります。 

3.2.3 SerDesのデータ 

Gowin SLVS-EC RX IP SerDesのパラレル・データの幅は 20ビット

または 40ビットに固定されています。SerDesがデータを送信する際、

txdataの下位ビット(LSB)が最初に送信されます。SerDesがデータを受信

する際、txdataの下位ビット(LSB)が最初に受信されます。 
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3.3 ポート一覧 

Gowin SLVS-EC RX IPの IOポートを図 3-3に示します。 

図 3-3 Gowin SLVS-EC RX IPのポート図 
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ポートは、パラメータの構成によってわずかに異なります。 

Gowin SLVS-EC RX IPの IOポートの詳細を表 3-1に示します。 

表 3-1 Gowin SLVS-EC RX IPのポート一覧 

信号名 方向 幅(ビ

ット) 

説明 備考 

i_clk            入力 1 SerDes受信クロック入力  入出力方向は、
SLVS-EC RX 

IPを基準とし

ています。 

 sync code、

deskew code、

standby code、

idle codeドの

値は、接続され

たイメージ・セ

ンサーの対応

するレジスタ

値と一致しま

す。 

 Bus Widthが16

に設定されて

いる場合、

o_pixel16～

o_pixel31は表

示されません。 

 o_pixel0～

o_pixel31の有

効出力幅は、

i_pixel_bit入力

値と同じです。 

o_clk            出力 

1 

Fabric受信クロック。ユーザーロジ

ックに出力されるクロックで、i_clk

と同等。 

i_rst_n          入力 1 リセット信号、アクティブ Low 

i_sync_symbol    入力 [7:0]  sync codeの値  

i_deskew_symbol  入力 [7:0]  deskew codeの値  

i_standby_symbol 入力 [7:0]  standby codeの値  

i_idle_code_k 入力 [3:0]  idle_code Kキャラクタ 

i_idle_code      入力 [31:0] idle codeの値 

i_lane_num       入力 [7:0]  使用するレーン数。1、2、4、6、8

をサポート 

i_line_length    入力 [15:0] 1行の画像データの長さ 

i_pixel_bit      入力 [7:0]  ピクセルの幅。8、10、12、14、16

をサポート 

i_ecc_option     入力 [1:0]  ECC機能の選択 

0：オフ 

1：オン（parity 2 byte） 

2：オン（parity 4 byte） 

i_crc_option     入力 1       CRC機能の選択 

0：オフ 

1：オン 

i_baud_grade     入力 [3:0]  予備パラメータ。0に固定 

i_config         入力 
1 

予備パラメータ。構成の設定用、1に

固定 

i_standby        入力 
1 

予備パラメータ。状態の設定用、0に

固定 

i_setup          入力 
1 

予備パラメータ。構成の設定用、1に

固定 

i_phy_sync 入力 
1 

予備パラメータ。PHY同期信号、1

に固定 

i_lane0_data 入力 [87:0] SerDes RXデータ入力ポート 1 

i_lane1_data 入力 [87:0] SerDes RXデータ入力ポート 2 

i_lane2_data 入力 [87:0] SerDes RXデータ入力ポート 3 

i_lane3_data 入力 [87:0] SerDes RXデータ入力ポート 4 
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信号名 方向 幅(ビ

ット) 

説明 備考 

i_lane4_data 入力 [87:0] SerDes RXデータ入力ポート 5 

i_lane5_data 入力 [87:0] SerDes RXデータ入力ポート 6 

i_lane6_data 入力 [87:0] SerDes RXデータ入力ポート 7 

i_lane7_data 入力 [87:0] SerDes RXデータ入力ポート 8 

o_pixel0  出力 [15:0] 画像データ出力ポート 0 

o_pixel1  出力 [15:0] 画像データ出力ポート 1 

o_pixel2  出力 [15:0] 画像データ出力ポート 2 

o_pixel3  出力 [15:0] 画像データ出力ポート 3 

o_pixel4  出力 [15:0] 画像データ出力ポート 4 

o_pixel5  出力 [15:0] 画像データ出力ポート 5 

o_pixel6  出力 [15:0] 画像データ出力ポート 6 

o_pixel7  出力 [15:0] 画像データ出力ポート 7 

o_pixel8  出力 [15:0] 画像データ出力ポート 8 

o_pixel9  出力 [15:0] 画像データ出力ポート 9 

o_pixel10 出力 [15:0] 画像データ出力ポート 10 

o_pixel11 出力 [15:0] 画像データ出力ポート 11 

o_pixel12 出力 [15:0] 画像データ出力ポート 12 

o_pixel13 出力 [15:0] 画像データ出力ポート 13 

o_pixel14 出力 [15:0] 画像データ出力ポート 14 

o_pixel15 出力 [15:0] 画像データ出力ポート 15 

o_pixel16 出力 [15:0] 画像データ出力ポート 16 

o_pixel17 出力 [15:0] 画像データ出力ポート 17 

o_pixel18 出力 [15:0] 画像データ出力ポート 18 

o_pixel19 出力 [15:0] 画像データ出力ポート 19 

o_pixel20 出力 [15:0] 画像データ出力ポート 20 

o_pixel21 出力 [15:0] 画像データ出力ポート 21 

o_pixel22 出力 [15:0] 画像データ出力ポート 22 

o_pixel23 出力 [15:0] 画像データ出力ポート 23 

o_pixel24 出力 [15:0] 画像データ出力ポート 24 

o_pixel25 出力 [15:0] 画像データ出力ポート 25 

o_pixel26 出力 [15:0] 画像データ出力ポート 26 

o_pixel27 出力 [15:0] 画像データ出力ポート 27 

o_pixel28 出力 [15:0] 画像データ出力ポート 28 

o_pixel29 出力 [15:0] 画像データ出力ポート 29 

o_pixel30 出力 [15:0] 画像データ出力ポート 30 

o_pixel31 出力 [15:0] 画像データ出力ポート 31 
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信号名 方向 幅(ビ

ット) 

説明 備考 

o_v_sync 出力 1 画像データの VS出力 

o_h_sync 出力 1 画像データの HS出力 

o_d_sync 出力 1 画像データの DE出力 

o_link_state       出力 1 動作状態の出力。立ち上がりエッジは

データ解析状態に入ったことを示し

ます。 

o_crc_state        出力 1 CRC状態の出力 

0：正しい 

1：エラー 

3.4 パラメータの構成 
表 3-2 Gowin SLVS-EC RX IPのパラメータ 

パラメータ名 範囲 
デフォルト

値 
説明 

Bus Width 16/32 32 
SerDes出力パラレル・データの

幅。32を推奨。 

Err Correction Q0/Q1 CRC Err Correctionの選択 

Channel 
Selection 

Q0 Lane0 

Q0 Lane1 

Q0 Lane2 

Q0 Lane3   

Q1 Lane0 

Q1 Lane1 

Q1 Lane2 

Q1 Lane3 

Q0 Lane0 SerDesレーンの選択 

Loopback Mode 

OFF 

LB_NES 

LB_FES 

LB_ENC 

OFF 

OFF：ループバックなし、通常の

動作モード 

LB_NES：アナログ側の内部ルー

プバック 

LB_FES：アナログ側の外部ルー

プバック 

LB_ENC：デジタル側の内部ルー

プバック 

Line Rate 
1.188 ~ 
4.752Gbps 

1.188 送信データレートの構成 

Reference Clock 
Source 

Q0 REFCLK0 

Q0 REFCLK1 

Q1 REFCLK0 

Q1 REFCLK1 

Q0 
REFCLK0 

リファレンス・クロック・ソース

の選択 

Reference Clock 
Frequency 

50-500MHz 148.5 
リファレンス・クロックの周波数

の構成 

PLL Selection CPLL CPLL PLLの選択 
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パラメータ名 範囲 
デフォルト

値 
説明 

QPLL0 

QPLL1 

3.5 タイミングの説明 

このセクションでは、Gowin SLVS-EC RX IPのタイミングについて説

明します。Gowin SLVS-EC RXビデオインターフェースの出力タイミング

を図 3-4に示します。 

図 3-4ビデオインターフェースのタイミング図 

 

ユーザーは、上記のタイミング制御信号とデータポートを介して画像

データを受信します。画像データは、o_d_syncが Highの際に o_clkの立

ち上がりエッジごとにポート o_pixel0 ～ o_pixel31から出力されます。

o_d_syncが High の期間、または 2つの o_d_sync間の Lowの期間は固定

ではありません。レーン数が増えるか、i_pixel_bit入力値が増加すると、

Gowin SLVS-EC RXに入力されるデータ量が増加するので、データレート

に合わせるために、o_d_syncが Highの期間は増加し、2つの o_d_sync

間の Lowの期間は減少します。Gowin SLVS-EC RX IPに入力されるデー

タ量が減少すると、逆の変化が発生します。 

Bus Widthが 16に設定されている場合、o_pixel16～o_pixel31の出力

は無効です。
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4GUIでの構成 

Gowinソフトウェアの IP Core Generatorを使用して、SLVS-EC RX IP

を呼び出し・構成することができます。 

1. IP Core Generatorを開く 

プロジェクトが作成された後、Tools > IP Core Generatorをクリック

して、Gowinの IPコア生成ツールを開きます(図 4-1)。 

図 4-1 IP Core Generatorを開く 
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2. SerDes IPの構成画面を開く 

「Serdes」をダブルクリックします(図 4-2)。 

図 4-2Serdes IPの構成画面を開く 

 
 

3. 「SLVS-EC RX」の構成画面を開く 

Serdes IPの構成画面でまず「General」オプショングループを構成し

ます： 

 Device、Device Version、Part Numberオプション：現在のプロジ

ェクトで選択されているチップのモデルによって決定されます。 

 Languageオプション：Verilog(デフォルト)および VHDLがサポー

トされます。 

 File Name、Module Name、Create Inオプション：Serdesのファ

イル名、モジュール名、および IPコアのフォルダのパスを設定す

るために使用されます。 

SerDes IPの構成画面の「Protocol」リストから「SLVS-EC RX」を選

択し、右側の「Create」ボタンをクリックします(図 4-3)。 
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図 4-3 SLVS-EC RXの構成画面を開く 

  
 

4. SLVS-EC RXの構成画面 

その構成画面を図 4-4に示します。左側は、IPのポート図で、右側は、

IPの構成可能なオプションです。 
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図 4-4 SLVS-EC RXの構成画面 

   
 

IPの一般情報を構成します(図 4-5)。構成画面の上部は一般情報の構

成エリアです。「Module Name」は、生成れる IPモジュールの名前です。

この名前は変更できます。「File Name」は、生成される IPファイルの名前

です。この名前は変更できます。 

図 4-5一般情報の構成画面 

  
 

PHY Configurationタブのオプションを構成します(図 4-6)。ラインレ

ートとリファレンス・クロックの間に制限関係があるため、リファレンス・

クロックが上記のラインレートを生成できるかどうかを確認してください。

あるいは、「Calculate」ボタンをクリックして確認することができます。 
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図 4-6 PHY Configurationタブ 

  
 

Channel Bondingタブのオプションを構成します(図 4-7)。2つ以上の

Channelを使用する場合は、必ず Channel Bondingタブを設定してくださ

い。1つの Channelを Master Channelとして選択し、patternとその数を

選択します。 

図 4-7 Channel Bondingタブ 
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5. IPを生成 

SLVS-EC RX IPの構成が完了したら、画面の右下隅にある「OK」ボ

タンをクリックして SLVS-EC RX IP関連ファイルを生成します。この時

SerDes IPの構成画面には、生成された IPと、対応する Quad、PLL、お

よび Laneの使用状況が表示されます(図 4-8)。 

図 4-8 Serdes IPの構成画面における SLVS-EC RX IP 

 
 

次に、画面の右下隅にある「OK」ボタンをクリックすると、SerDes IP

関連ファイルが生成され、これで IPの生成が完了します。 
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5リファレンス・デザイン 

このセクションでは、主に SLVS-EC RX IPのリファレンス・デザイ

ン例の構成とその使用方法について説明します。詳細については、GOWIN

のホームページにおける SLVS-EC RX IPリファレンス・デザインを参照

してください。 

 本リファレンス・デザインでは、次の開発ボードが使用されています： 

EVAL_DDR3-PSRAM-SLVS_GW5AT-LV138FPG676_V1.0 

 SLVS_EC_IMX421_DaughterCard 

リファレンス・デザインの基本構造を図 5-1に示します。 

図 5-1リファレンス・デザインの基本構造 

 
 

リファレンス・デザインでは、TXと RXが個別に検証されます。

Camera Sensorモジュールが生成した SLVS-ECプロトコルのビデオ信号

は、SerDes PHYを通して IPに入力され、データの解析・処理後、Video 

Processing Unitへ送られます。次に、信号はフレームバッファリングのた

めに DDRメモリで処理され、HDMIデバイスに出力され、最後にディスプ

レイに出力されます。Parameter Configは、SPIインターフェースを介し

て Camera Sensorレジスタのパラメータを設定します。Camera Sensor

https://cdn.gowinsemi.com.cn/Gowin_SLVS_EC_RX__RefDesign.zip
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はマスター・モードで動作し、XHSおよび XVS信号を出力します。
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6提供されるファイル 

提供されるファイルには主に、ドキュメント、デザインのソースコー

ド、およびリファレンス・デザインが含まれています。 

6.1 ドキュメント 
表 6-1ドキュメント一覧 

名称 説明 

Gowin SLVS-EC RX IPユーザーガイド
(IPUG1176) 

即ち、本マニュアル 

6.2 デザインのソースコード(暗号化) 

暗号化コードのフォルダには、GUIで使用される、SLVS-EC RX IPの

RTL暗号化コードが含まれています。 

表 6-2 Gowin SLVS-EC RX IPのファイル一覧 

名称 説明 

slvs_ec_rx.v SLVS-EC RX IPファイル(暗号化) 

serdes.v すべての SerDes関連 IPのトップレベル・ファイル。ユ

ーザーにインターフェース情報を提供します。 

6.3 リファレンス・デザイン 

Gowin SLVS-EC RX RefDesignフォルダには、主に Gowin SLVS-EC 

RX IPのネットリスト・ファイル、リファレンス・デザイン、制約ファイ

ル、トップレベル・ファイル、およびプロジェクト・フォルダなどが含ま

れています。 

表 6-3 Gowin SLVS-EC RX RefDesignフォルダのコンテンツ一覧 

名称 説明 

xxx_top.v リファレンス・デザインのトップ・モジュール 

xxx.cst 物理制約ファイル 

xxx.sdc タイミング制約ファイル 

serdes SLVS-EC RX IPフォルダ 
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名称 説明 

i2c_master.v i2c_masterフォルダ(暗号化) 

gowin_pll.v gowin_pllフォルダ 
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